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神緑会学術誌 第16巻2000年

相変わらず元気です

前神戸大学第三内科学講座教授 藤 田 拓 男

平成3年4月 に,第 三内

科 か ら国立療養所兵庫 中央

病 院に転 出 し名誉教授 の称

号 を頂 いてか ら9年 にな り

ます.今 になって考 える と

神戸大学 で勉 強 させ て頂 い

た13年 間が,ど れ程 貴重 な経験 であ り,又,現

在 の私 に,ど れ程大 きな影響 を及 ぼ しているか

は,測 り知 れない ものが あ ります.多 くのす ぐ

れた研 究者 ・臨床家 とともに,自 分の持 って い

る力 をすべ て出 しつ くして,教 育 ・臨床 ・研 究

に期待 された仕事 を し,世 界的な レベ ル をめ ざ

しま した.現 在 の私 に出来る こと,そ れは勿論

その頃出来た こととは比較 にな りませ ん.し か

しなが ら,大 学在任 中にすべ てのエ ネルギ ーを

使 い果 た して,燃 えつ きたとか,ぬ け殻 になっ

たのか とい うと,必 ず しもそ うで はな く,私 は

相変 らず元気 です.

昨 年9月 の セ ン トル イ ス で のASBMRで

MayoClinicのRiggs博 士 か ら,「 頑張 っている

な.内 科 の教授 の頃 よ りも,論 文 の数が多 くなっ

たね」 と声 を掛 け られて,私 が尊敬 し又 目標 と

している人だけに,嬉 しく思 い ま した.ア メリ

カの大学 には停年が な く,こ れは憲法 に基いて

年齢 に よる差別 を してはいけないか らだそ うで

す.勿 論,神 戸大学在職中の多 くの協 同研究者

によって書かれた論 文 に,内 容の よ く理解 出来

ない もの まで,名 前 を入 れて頂 いた数 は非常 に

多 く,全 業績 と して英 文原 著が500を 超 え ます

が,本 当に自分で考 えて苦労 して書 いた論 文の

数 は少 く,か えって現在の方が多 いのか も しれ

ません.大 学 では,管 理的 な仕事,教 育や会議
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に当然時 間が必要です ので,大 学 か ら離 れた現

在 の方 が時間 にゆ とりがあ り本当に 自分 の興味

のあ るこ と,新 しいこ とを見つけて報告 す るこ

とに専 念出来 るか らです.

現在最 も力 を注 いで いるの は骨粗霧症で,岸

和 田の葛城病 院 に火水 金の3日 出掛 ける他,月

1回 寝屋川 の小松 病院,垂 水 区の藤井 内科 クリ

ニ ックで骨粗 霧症外来 を してい ます.お 年寄 り

の最 も困 っている症状 は腰背痛でその約 半分が

骨粗 霧症,半 分が変形性脊椎 症 による ものです

が,骨 粗 霧 症 の 治療 薬で あ る ビス フ ォス フ ォ

ネー トの一 つであ るダイ ドロネルが,変 形性脊

椎症や変形性 膝関節症 か ら来る疹痛 に よ く効 く

こ とを見つけ ま した.又 皮膚の インピー ダンス

の下 降か ら痛み を客観的 に数量的 に表現 す るこ

とが出来,こ れが運動器の痛み だけで な く狭心

痛,そ の他 の痛 みに も応用 出来 る と思 います.

痛 電図(electroalgogram,EAG)と い う名前 をつ け

て い ます.カ ル シウムの不足 は骨 か らのカルシ

ウムの放 出 をお こ し,こ れが軟骨 に入って変性

をお こ し,又 血管や脳 に入 って色々な生活習慣

病 をお こ します.カ ルシウムの不足の時 に,軟

部 組 織 で は逆 に カ ル シ ウム が増 加 す る の で,カ

ル シ ウム パ ラ ドックス と呼 んで い ます.

平 成3年 には,骨 粗 霧 症 財 団 をつ く り現在 理

事 長 で す が,ア メ リカ のNationa10steoporosis

Foundation,ヨ ー ロ ッパ か ら起 っ たlntemationa1

0steoporosisFoundation,ア ジア のAsianPacific

OsteoporosisFoundationと の協 力 で骨 粗 霧 症 に

よる骨 折 の な い21世 紀 を 目指 して い ます.臨 床

研 究 の あ り方 がevidenceを 求 め る こ と に な り

その 対応 に追 わ れ て い ます.医 師 医療 関 係 者 の

他 に,患 者 と一 般 公共 の理 解 を深 め る こ とが 現

在 の最 も大 きな課 題 です.骨 粗 霧 症 友 の会 をつ

く りホ ー ムペ ー ジ に ど な たで もア クセ ス し質問

出 来 る様 に し ます.平 成11年 には 日本骨 粗 霧 症

学 会 を設 立 しま した.生 活 習慣 病 の か なめ で あ

る骨 粗1;症 の診 断 ・治療 につ い て,世 界 の 水準

と常 識 に も とづ き,こ れ を リー ドして行 くこ と

を 目指 して努 力 して い ます.骨 粗 霧 症 は治 り又

予 防 出来 る病 気 で す.先 ず神 緑 会 の皆 様 の御 理

解 と御 支 援 を御 願 い 申 し上 げ ます.

一冒頭 の写 真 は
,第4回 世 界 骨粗y.症 患 者 の会

で,カ ナ ダ ・トロ ン ト1999年9月 一
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